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研究成果の概要（和文）：オキシトシン（以下OT）はペプチドホルモンで、ヒトが社会的な生物としてふるまうにあた
り重要な役割を果たしている。近年、人々のきづな、つながりから生み出される資源であるソーシャル・キャピタルと
健康の関係が注目されているが、OTはこの根底にあるバイオマーカーであると考えられる。また口腔の健康は、会話や
食事や顔や表情の外見に関わり、社会的機能を有する。そこで、オキシトシンと社会性や口腔の健康の関連を調べた。
分析の結果、社会性や口腔の健康がオキシトシンと関連する可能性が示唆された。口腔の社会的機能が高いことは、オ
キシトシンの分泌や社会性の向上に寄与する可能性があり、今後のさらなる研究が望まれる。

研究成果の概要（英文）：Oxytocin is a peptide hormone. It plays an important role on social behaviors of 
humans. In recent years, Social capital has drawn increased attention as a key factor in relation to 
health, and oxytocin may be an underlying biomarker. Oral health is associated with social relationships 
through oral health function on conversation, eating, and facial appearance. We examined the association 
of oxytocin on sociality and oral health. As the results, weak associations were partially observed. 
Social function of oral health may be associated with improvement of sociality and oxytocin secretion 
volume.

研究分野： 公衆衛生学
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１．研究開始当初の背景 
オキシトシン（以下 OT）は下垂体後葉から

放出され、末梢に作用することで子宮の収縮
や乳汁の分泌を促進するはたらきをもつペ
プチドホルモンである(Peripheral effect) 
(Victoria Snegovskikh, 2006)。さらに近年
の研究により、OT は中枢神経を介して他者へ
の信頼やソーシャル・キャピタルなど社会性
に 関 連する 可 能性が 報 告され て い る
(Central effect) (Fujiwara et al., 2012; 
Kosfeld et al., 2005)。ヒトが社会的な生
物としてふるまうにあたり、オキシトシンが
重要な役割を果たしていることが明らかに
なっている。 
近年、人々のきづな、つながりから生み出

される資源であるソーシャル・キャピタルと
健康の関係が注目されているが、OT はソーシ
ャル・キャピタルの根底にあるバイオマーカ
ーであると考えられる。実際、オキシトシン
が社会性に影響していることが、自閉症患者
に OT を与える介入研究でも示されている
（Stavropoulos and Carver, 2013）。しかし
ながら、地域在住の日本人高齢者において、
信頼や人々のつながりといった社会性やソ
ーシャル・キャピタルに関連する行動や認知
と、OT の関連が調べられたことは無い。 
さらに、口腔の健康は、会話や食事や顔や

表情の外見に関わり、社会的機能を有する。
そのため、口腔の健康と高齢者の閉じこもり
が関連することも示唆されている。しかし、
口腔の健康とオキシトシンの関連が検討さ
れたことは無い。 
今後増加すると考えられる高齢者の孤立

や閉じこもりの問題を考える上でも、高齢者
における OT の社会性や口腔の健康との関連
は興味深い。 
 

 
２．研究の目的 
日本の地域在住の高齢者を対象に、OT と社

会性および口腔の健康の関連を明らかにす
ることを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
仙台市宮城野区の高齢者を対象にしたコ

ホート研究である鶴ケ谷プロジェクト参加
者を対象に、質問紙調査、検診、血液検査を
行った。血漿中オキシトシン濃度が 3μU/mL
より高いかどうかと信頼に関する各項目お
よび口腔の Quality of life（QOL）の関連を
χ二乗検定で検討を行った。 
本研究の実施にあたっては、東北大学大学

院医学系研究科の研究倫理委員会で承認を
得た上で実施された。 
 

 
４．研究成果 
表１に OT の分布を示す。OT は平均 4.49μ

U/mL (標準偏差 5.21)であった。また、96 名

(85.7%)が検出限界である3μU/mLであった。 
社会性を示す変数と血漿中 OT 濃度の関連

では、「あなたが助けを求めることのできる
家族や親戚の人数」が４人以上の人は、そう
でない人に比べて血漿中 OT 濃度が高値であ
る人の割合が有意に高かった(p= 0.015)。ま
た、「一般的に人は信頼できますか」以外の
変数で、有意ではないものの、社会性と OT
濃度の間に正の相関傾向がみられた。 
口腔の QOL との関連としては、口腔の QOL

に問題がある者（40 名）で血漿中オキシトシ
ン濃度が高い者は 7.5％であった一方、口腔
の QOL に問題がない者（70 名）では 18.3％
と高かった。しかし統計学的に有意ではなか
った（p＝0.120）。 
今回、血漿中 OT 濃度と社会性や口腔の健

康の間に関係が認められた項目も存在した
が、全体的に弱い関連だった。しかし、統計
的に有意ではないものの、記述集計では OT
濃度が検出限界以上の人は社会性の高い人
や口腔が健康な人に多かった。今回、関連が
弱かった理由として、OT の検出限界に達しな
かった人が多かった問題が考えられる。今後、
検出限界以下の数値の推定法による解析を
用いた、さらなる検討が必要である。 
 社会性や口腔の健康がオキシトシンと関
連する可能性が示唆された。口腔の健康の社
会的機能が高いことは、オキシトシンの分泌
や社会性の向上に寄与する可能性があり、今
後のさらなる研究が望まれる。 
 
 

表１．血漿中オキシトシン濃度 (μU/mL) 

 (N=112) 

平均 標準偏差 最小 最大 

4.49 5.21 

3.00

（検出

限界） 

39.40 

 

 

 
図１．血漿中オキシトシン濃度が高い
（3μU/mL 以上）者の割合（％） 
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